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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置と入力装置とを備え、該表示装置にデータ入力用の画面領域を表示しつつ、該
画面領域の内容に従う前記入力装置からの入力データに基づいて、所定の印刷装置におけ
る印刷のための各種情報を設定する印刷情報設定装置であって、
　前記画面領域内に、前記印刷装置に対応する画像である印刷装置画像と、前記印刷装置
への給紙に関わる情報を示す給紙掲示欄と、前記印刷装置からの排紙に関わる情報を示す
排紙掲示欄とを関連づけて表示させる表示制御手段を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記排紙掲示欄に、前記印刷装置にセットされる複数の排紙収納部にそれぞれ対応する
複数の表示フィールドを一覧表示させる排紙収納部表示手段を備え、
　さらに、
　前記複数の排紙収納部に個別に使用者の使用権を設定する使用権設定手段を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記使用権設定手段により使用権が設定された各排紙収納部の中で、当該印刷情報設定
装置の使用者についての使用権が設定された排紙収納部については、前記使用者について
の使用権を示す使用権情報を前記表示フィールドに付して表示させるとともに、当該印刷
情報設定装置の使用者以外の使用権が設定された排紙収納部については、前記表示フィー
ルドを空欄とする使用権表示手段を備える、印刷情報設定装置。
【請求項２】
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　請求項１に記載の印刷情報設定装置であって、
　前記複数の排紙収納部から選択した複数の排紙収納部に対してソータとして使用するこ
とを設定するソータ設定手段を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記ソータ設定手段によりソータとしての使用が設定された排紙収納部に対応する前記
画像に対して、ソータとしての使用を示す情報を付して表示させる手段を備える、印刷情
報設定装置。
【請求項３】
　表示装置にデータ入力用の画面領域を表示しつつ、該画面領域の内容に従う入力装置か
らの入力データに基づいて、所定の印刷装置における印刷のための各種情報を設定するた
めのプログラムを記録したコンピュータ読取可能な記録媒体であって、
　前記プログラムは、
（ａ）前記画面領域内に、前記印刷装置に対応する画像である印刷装置画像と、前記印刷
装置への給紙に関わる情報を示す給紙掲示欄と、前記印刷装置からの排紙に関わる情報を
示す排紙掲示欄とを関連づけて表示させる機能を前記コンピュータに実現させるためのも
のであり、
　前記機能（ａ）は、
（ａ１）前記排紙掲示欄に、前記印刷装置にセットされる複数の排紙収納部にそれぞれ対
応する複数の表示フィールドを一覧表示させる機能を含み、
　前記プログラムは、
（ｂ）前記複数の排紙収納部に個別に使用者の使用権を設定する機能を前記コンピュータ
にさらに実現させためのものであり、
　前記機能（ａ）は、
（ａ２）前記機能（ｂ）により使用権が設定された各排紙収納部の中で、当該プログラム
を実行しているコンピュータの使用者についての使用権が設定された排紙収納部について
は、前記使用者についての使用権を示す使用権情報を前記表示フィールドに付して表示さ
せるとともに、当該プログラムを実行しているコンピュータの使用者以外の使用権が設定
された排紙収納部については、前記表示フィールドを空欄とする機能を含む、記録媒体。
【請求項４】
　請求項３に記載の記録媒体であって、
　前記プログラムは、
（ｃ）前記複数の排紙収納部から選択した複数の排紙収納部に対してソータとして使用す
ることを設定する機能を前記コンピュータにさらに実現させるためのものであり、
　前記機能（ａ）は、
（ａ３）前記機能（ｃ）によりソータとしての使用が設定された排紙収納部に対応する前
記画像に対して、ソータとしての使用を示す情報を付して表示させる機能を含む、記録媒
体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、表示装置にデータ入力用の画面領域を表示しつつ、その画面領域の内容に
従う入力装置からの入力データに基づいて、所定の印刷装置における印刷のための各種情
報を設定する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、プリンタをコンピュータにつないで、コンピュータで作成した印刷データをプ
リンタに印刷しようとするとき、コンピュータにプリンタドライバと呼ばれるソフトウェ
アを組み込む必要がある。プリンタドライバは、プリンタの機能やインターフェース、フ
ォント情報、制御コードなど、プリンタについての各種情報をコンピュータに設定してプ
リンタをコントロールするコンピュータプログラムであり、印刷しようとするプリンタの
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機種ごとに用意される。
【０００３】
　使用者は、コンピュータを操作して、コンピュータに組み込んだプリンタドライバを起
動して、「プロパティ」のダイアログボックスをディスプレイに表示する。このダイアロ
グボックスから、印刷品質、色補正等の印刷の基本設定に関する情報や、給紙装置の選択
等の給紙設定に関する情報や、排紙先等の排紙設定に関する情報等、各種情報の設定を行
なうことが可能となる。なお、これら各種情報は、設定する機能毎に、例えば、基本設定
、給紙設定、排紙設定というように、複数の組に分けて個別のカードに分配されており、
使用者は、これら複数の設定用カードの中から所望のものを選択して、その選択したカー
ドから情報の設定のためのデータ入力を行なっていた。
【０００４】
　しかしながら、前記従来の技術では、給紙設定と排紙設定の両方を行なおうとすると、
一々カードの切り替えを行なう必要があり、使用者にとって操作性が悪いといった問題が
あった。なお、給紙設定と排紙設定を１枚のカードに詰め込む構成も考えられるが、両者
を単に並記するだけでは、給紙と排紙の関わり合いがわからず、このために、操作性は良
くない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この発明は、従来技術における上述の課題を解決するためになされたものであり、プリ
ンタドライバによる給紙と排紙の設定時の操作性を高めることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このような課題を解決するため、この発明の印刷情報設定装置は、
　表示装置と入力装置とを備え、該表示装置にデータ入力用の画面領域を表示しつつ、該
画面領域の内容に従う前記入力装置からの入力データに基づいて、所定の印刷装置におけ
る印刷のための各種情報を設定する印刷情報設定装置であって、
　前記画面領域内に、前記印刷装置に対応する画像である印刷装置画像と、前記印刷装置
への給紙に関わる情報を示す給紙掲示欄と、前記印刷装置からの排紙に関わる情報を示す
排紙掲示欄とを関連づけて表示させる表示制御手段
　を備えることを特徴としている。
【０００７】
　この構成によれば、印刷装置と、給紙に関わる情報を示す給紙掲示欄と、排紙に関わる
情報を示す排紙掲示欄とが関連づけて表示されることから、給紙設定と排紙設定の両方を
行なおうとする際に、従来のようにカードの切り替えを行なう必要がなく、また、上記関
連づけによって、給紙、印刷、排紙といった一連の処理の関わり合いを知ることができる
ことから、データ入力の操作性が優れている。
【０００８】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記表示制御手段は、前記印刷装置の外観を示
す絵図を前記印刷装置画像として表示させる手段を備える構成とすることができる。
【０００９】
　この構成によれば、使用者は、印刷装置を絵図から知ることができることから、表示が
見易い。この結果、データ入力の操作性がより優れている。
【００１０】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記表示制御手段は、前記印刷装置画像の片側
に前記給紙掲示欄を、前記印刷装置画像の他の片側に前記排紙掲示欄をそれぞれ配置する
手段を備える構成とすることができる。
【００１１】
　この構成によれば、給紙、印刷、排紙の一連の処理がその順に並ぶことから、表示が見
易い。この結果、データ入力の操作性がより優れている。
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【００１２】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記表示制御手段は、前記画面領域内に、前記
印刷装置画像と給紙掲示欄とを関連づける線条と、前記印刷装置画像と前記排紙掲示欄と
を関連づける線条とをそれぞれ表示させる手段を備える構成とすることができる。
【００１３】
　この構成によれば、関連づけを線条によって一目で知ることができる。この結果、デー
タ入力の操作性がより優れている。
【００１４】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記表示制御手段は、前記給紙掲示欄に、前記
印刷装置にセットされる複数の給紙収納部にそれぞれ対応する複数の画像を表示させる給
紙収納部表示手段と、前記給紙収納部表示手段にて表示される前記複数の画像の内で、前
記印刷装置で現在使用し得る状態にある給紙収納部に対応する画像を、他の給紙収納部の
画像と識別可能に表示させる給紙収納部識別表示手段とを備える構成とすることができる
。
【００１５】
　この構成によれば、給紙装置として複数の給紙収納部を備える場合に、使用し得る状態
にある給紙収納部を識別しつつ、それら複数の給紙収納部を知ることができる。この結果
、データ入力の操作性がより優れている。
【００１６】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記入力装置からの入力データに基づいて、前
記給紙収納部表示手段にて表示される前記複数の画像から一の画像を選択する給紙収納部
選択手段と、前記選択された給紙収納部を、前記印刷装置で現在使用し得る状態にある給
紙収納部として設定する給紙収納部設定手段とを備える構成とすることができる。
【００１７】
　この構成によれば、使用者は入力装置を操作することにより、使用する給紙収納部を選
択することができる。この結果、データ入力の操作性がより優れている。
【００１８】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記印刷装置から給紙の残量についての情報を
受け取る給紙残量情報受取手段を備え、前記表示制御手段は、前記受け取った情報に基づ
く給紙の残量を表示させる給紙残量表示手段を備える構成とすることができる。
【００１９】
　この構成によれば、給紙の残量が表示されることから、使用者は、印刷装置が離れたと
ころにあっても、給紙の残量を手元から知ることができる。この結果、印刷処理の生産性
を高めることができる。
【００２０】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記印刷装置から排紙の取り残し状況について
の情報を受け取る排紙取り残し情報受取手段を備え、前記表示制御手段は、前記受け取っ
た情報に基づく排紙の取り残し状況を表示させる排紙取出情報表示手段を備える構成とす
ることができる。
【００２１】
　この構成によれば、排紙の取り残し状況が表示されることから、使用者は、印刷装置が
離れたところにあっても、排紙の取り残し状況を手元から知ることができる。この結果、
印刷処理の生産性を高めることができる。
【００２２】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記表示制御手段は、前記排紙掲示欄に、前記
印刷装置にセットされる複数の排紙収納部にそれぞれ対応する複数の画像を表示させる排
紙収納部表示手段を備える構成とすることができる。
【００２３】
　この構成のよれば、排紙装置として複数の排紙収納部を備える場合に、それら複数の排
紙収納部を表示することができる。この結果、データ入力の操作性がより優れている。
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【００２４】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記排紙収納部表示手段にて表示される前記複
数の画像の内で、前記印刷装置で現在使用し得る状態にある排紙収納部に対応する画像を
、他の排紙収納部の画像と識別可能に表示させる排紙収納部識別表示手段とを備える構成
とすることできる。
【００２５】
　この構成によれば、排紙装置として複数の排紙収納部を備える場合に、使用し得る状態
にある排紙収納部を識別しつつ、それら複数の排紙収納部を知ることができる。この結果
、データ入力の操作性がより優れている。
【００２６】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記入力装置からの入力データに基づいて、前
記排紙収納部表示手段にて表示される前記複数の画像から１または複数の画像を選択する
排紙収納部選択手段と、前記選択された排紙収納部を、前記印刷装置で現在使用し得る状
態にある排紙収納部として設定する排紙収納部設定手段とを備える構成とすることできる
。
【００２７】
　この構成によれば、使用者は入力装置を操作することにより、使用する排紙収納部を選
択することができる。この結果、データ入力の操作性がより優れている。
【００２８】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記複数の排紙収納部に個別に使用者の使用権
を設定する使用権設定手段を備え、前記表示制御手段は、前記排紙収納部表示手段にて表
示される前記複数の画像に、当該画像に対応する排紙収納部の前記使用権を示す使用権情
報を付して表示させる手段を備える構成とすることができる。
【００２９】
　この構成によれば、複数の排紙収納部に個別に使用者の使用権が設定されて、その使用
権を示す使用権情報が表示される。このため、使用者は自分の出力文書を探す手間を軽減
することができる。この結果、印刷処理の生産性を高めることができる。
【００３０】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記複数の排紙収納部から選択した複数の排紙
収納部に対してソータとして使用することを設定するソータ設定手段を備え、前記表示制
御手段は、前記ソータ設定手段によりソータとしての使用が設定された排紙収納部に対応
する前記画像に対して、ソータとしての使用を示す情報を付して表示させる手段を備える
構成とすることができる。
【００３１】
　この構成によれば、ソータとしての使用を行なうことができることから、複数部の印刷
が容易となる。この結果、印刷処理の生産性を高めることができる。
【００３２】
　上記構成の印刷情報設定装において、印刷条件に基づいて前記複数の排紙収納部の内か
ら使用可能な排紙収納部を設定する使用排紙収納部設定手段と、前記設定された使用可能
な排紙収納部に対応する画像だけが表示されるように、前記排紙収納部表示手段での表示
を制限する表示制限手段とを備える構成とすることができる。
【００３３】
　この構成によれば、印刷条件によって使用が不可能な排紙収納部は表示されることがな
い。このため、排紙収納部の選択が容易となり、データ入力の操作性がより優れている。
【００３４】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記複数の排紙収納部に個別に使用者の使用権
を設定する使用権設定手段を備え、前記使用排紙収納部設定手段は、前記設定された使用
権を前記印刷条件として設定する構成とすることができる。
【００３５】
　この構成によれば、使用権によって使用が不可能となった排紙収納部は表示されること
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がない。
【００３６】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記複数の排紙収納部から選択した複数の排紙
収納部に対してソータとして使用することを設定するソータ設定手段を備え、前記使用排
紙収納部設定手段は、前記設定されたソータとしての使用を前記印刷条件として設定する
構成とすることができる。
【００３７】
　この構成によれば、ソータとしての使用によって使用が不可能となった排紙収納部は表
示されることがない。
【００３８】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記印刷装置への給紙の種類を設定する手段を
備え、前記使用排紙収納部設定手段は、前記設定された給紙の種類を前記印刷条件として
設定する構成とすることができる。
【００３９】
　この構成によれば、給紙の種類によって使用が不可能となった排紙収納部は表示される
ことがない。
【００４０】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記印刷装置の動作の状態についての情報を受
け取る動作状態情報受取手段と、前記受け取った情報に基づく動作の状態を前記画面領域
内に表示させる動作状態表示手段とを備える構成とすることができる。
【００４１】
　この構成によれば、使用者は、印刷装置が離れたところにあっても、印刷装置の動作の
状態を手元から知ることができる。この結果、印刷処理の生産性を高めることができる。
【００４２】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記印刷装置から消耗品の残量についての情報
を受け取る消耗品残量情報受取手段と、前記受け取った情報に基づく消耗品の残量を前記
画面領域内に表示させる消耗品残量表示手段とを備える構成とすることができる。
【００４３】
　この構成によれば、使用者は、印刷装置が離れたところにあっても、インク、用紙等の
残量を手元から知ることができる。この結果、印刷処理の生産性を高めることができる。
【００４４】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記表示制御手段は、前記印刷装置画像の位置
に、印刷品質に関わる基本設定についての情報を表示させる基本設定情報表示制御手段を
備える構成とすることができる。
【００４５】
　この構成によれば、使用者は、印刷品質に関わる基本設定についての情報を容易に知る
ことができる。この結果、データ入力の操作性がより優れている。
【００４６】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記基本設定情報表示制御手段により表示され
る前記情報を、前記入力装置を用いた操作により選択可能とし、当該選択がなされたとき
に、当該情報を変更しうる構成とする手段を備える構成とすることができる。
【００４７】
　この構成によれば、印刷品質に関わる基本設定を変更することが容易である。この結果
、データ入力の操作性がより優れている。
【００４８】
　上記構成の印刷情報設定装置において、前記表示制御手段は、前記印刷装置画像の位置
に、前記印刷装置における印刷時の用紙の搬送経路を示す画像を表示させる手段を備える
構成とすることができる。
【００４９】
　この構成によれば、使用者は、印刷装置における印刷時の用紙の搬送経路を知ることが
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できる。
【００５０】
　この発明の方法は、
　表示装置にデータ入力用の画面領域を表示しつつ、該画面領域の内容に従う入力装置か
らの入力データに基づいて、所定の印刷装置における印刷のための各種情報を設定する印
刷情報設定方法であって、
（ａ）前記画面領域内に、前記印刷装置に対応する画像である印刷装置画像と、前記印刷
装置への給紙に関わる情報を示す給紙掲示欄と、前記印刷装置からの排紙に関わる情報を
示す排紙掲示欄とを関連づけて表示させる工程
　を備えることを特徴としている。
【００５１】
　この発明の方法によっても、この発明の装置と同様に、データ入力の操作性が優れてい
るという効果を奏する。
【００５２】
　この発明の記録媒体は、
　表示装置にデータ入力用の画面領域を表示しつつ、該画面領域の内容に従う入力装置か
らの入力データに基づいて、所定の印刷装置における印刷のための各種情報を設定するた
めのコンピュータプログラムを記録したコンピュータ読取可能な記録媒体であって、
　前記コンピュータプログラムは、
（ａ）前記画面領域内に、前記印刷装置に対応する画像である印刷装置画像と、前記印刷
装置への給紙に関わる情報を示す給紙掲示欄と、前記印刷装置からの排紙に関わる情報を
示す排紙掲示欄とを関連づけて表示させる機能
　を前記コンピュータに実現させるためのものであることを特徴としている。
【００５３】
　この発明の記録媒体によっても、この発明の装置または方法と同様に、データ入力の操
作性が優れているという効果を奏する。
【００５４】
　この発明は、以下のような他の態様も含んでいる。その第１の態様は、コンピュータに
上記の発明の各工程または各手段の機能を実現させるコンピュータプログラムとしての態
様である。第２の態様は、そのコンピュータプログラムを含むことで搬送波内に具現化さ
れたデータ信号としての態様である。第３の態様は、コンピュータプログラムを通信経路
を介して供給するプログラム供給装置としての態様である。この第３の態様では、プログ
ラムをネットワーク上のサーバなどに置き、通信経路を介して、必要なプログラムをコン
ピュータにダウンロードし、これを実行することで、上記の方法や装置を実現することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５５】
　以上説明したこの発明の構成・作用を一層明らかにするために、以下この発明の実施の
形態を実施例に基づき説明する。図１はこの発明の第１実施例を適用するコンピュータシ
ステムのハードウェアの概略構成を示すブロック図である。
【００５６】
　図１に示すように、この実施例のコンピュータ１０には、他のコンピュータ１００や、
実質的にコンピュータ機能を有するプリンタ１１０，１２０や、共有データベースを備え
たサーバ１３０などが、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）により構築されたコンピ
ュータネットワーク１５０を介して接続されている。なお、ネットワーク１５０は、ＬＡ
Ｎに替えて、インターネットや、イントラネットや、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ
）など、各種ネットワークに替えることができる。プリンタ１１０、１２０は、ドラムに
レーザ光を当てて像を作り、トナーで現像して用紙に転写する所謂レーザプリンタである
。なお、プリンタ１１０，１２０としては、インクジェットプリンタ、熱転写プリンタな
ど、各種プリンタを適用することができる。
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【００５７】
　コンピュータ１０には、周辺機器としてのＣＲＴディスプレイ１２が接続される。コン
ピュータ１０は、コンピュータ本体１６とキーボード１８とマウス２０を備える。なお、
このコンピュータ本体１６には、フロッピィディスク２２の内容を読み取るフロッピィデ
ィスクドライブ２４が搭載されている。
【００５８】
　コンピュータ本体１６は、中央演算処理装置としてのＣＰＵ３０を中心にバスにより相
互に接続されたＲＯＭ３１、ＲＡＭ３２、表示画像メモリ３３、マウスインタフェース３
４、キーボードインタフェース３５、ＦＤＣ３６、ＨＤＣ３７、ＣＲＴＣ３８、プリンタ
インタフェース３９およびネットワーク制御回路４０を備える。
【００５９】
　ＲＯＭ３１は、内蔵されている各種プログラム等を記憶する読み出し専用のメモリであ
る。ＲＡＭ３２は、各種データ等を記憶する読み出し・書込み可能なメモリである。表示
画像メモリ３３はＣＲＴディスプレイ１２に表示する画像の画像データを記憶するメモリ
である。マウスインタフェース３４は、マウス２０とのデータ等のやり取りを司るインタ
フェースである。キーボードインタフェース３５は、キーボード１８からのキー入力を司
るインタフェースである。ＦＤＣ３６は、フロッピィディスクドライブ（ＦＤＤ）２４を
制御するフロッピィディスクコントローラである。ＨＤＣ３７は、ハードディスクドライ
ブ（ＨＤＤ）４１を制御するハードディスクコントローラである。
【００６０】
　ＣＲＴＣ３８は、表示画像メモリ３３に記憶される表示画像データに基づいてＣＲＴデ
ィスプレイ１２における画像の表示を制御するＣＲＴコントローラである。プリンタイン
タフェース３９は、ローカルにて接続されるプリンタへのデータの出力を制御するインタ
フェースであり、図示の例ではローカルにて接続されるプリンタはないが、適宜必要に応
じて設ける構成とすることが出来る。ネットワーク制御回路４０は、ネットワークカード
などから成り、コンピュータネットワーク１５０に接続されている。なお、ネットワーク
制御回路４０は、コンピュータネットワーク１５０が電話線でつないで作るネットワーク
の場合には、モデムから構成される。
【００６１】
　このコンピュータシステムでは、オペレーティングシステムはＨＤＤ４１に記憶されて
おり、コンピュータ本体１６に電源を投入すると、ＨＤＤ４１のブートブロックに書き込
まれたローダに従ってＲＡＭ３２の所定の領域にロードされる。また、プリンタの機種毎
に用意されるプリンタドライバは、フロッピィディスク２２に予め格納されており、所定
のインストールプログラムを起動することで、フロッピィディスクドライブ２４からコン
ピュータ本体１６にインストールされる。このインストールされたプリンタドライバは、
ＨＤＤ４１に記憶されており、コンピュータ本体１６に電源を投入したときに、オペレー
ティングシステムに組み込まれ、ＲＡＭ３２の所定の領域にロードされる。
【００６２】
　以上説明したハードウェア構成を有するコンピュータシステムによる印刷の様子につい
て次に説明する。図２は、コンピュータ本体１６が扱う画像情報から印刷が行なわれるま
での処理の様子を示すブロック図である。図示するように、コンピュータ本体１６の内部
で動作しているアプリケーションプログラム５１により、画像の処理を行いつつビデオド
ライバ５２を介してＣＲＴディスプレイ１２に画像を表示している。また、このアプリケ
ーションプログラム５１が、印字発令を発行すると、コンピュータ本体１６内のプリンタ
ドライバ５３が、画像情報をアプリケーションプログラム５１から受け取り、これを現在
使う状態にあるプリンタ１１０（以下、使う状態にあるのはプリンタ１１０として説明を
続ける）が印字可能な信号に変換している。
【００６３】
　図２に示した例では、プリンタドライバ５３の内部には、アプリケーションプログラム
５１が扱っている画像情報をドット単位の色情報に変換するラスタライザ５４、ドット単



(9) JP 4325587 B2 2009.9.2

10

20

30

40

50

位の色情報に変換された画像情報（階調データ）に対してプリンタ１１０の発色の特性に
応じた色補正を行なう色補正モジュール５５、色補正された後の画像情報からドット単位
でのトナーの有無によりある面積での濃度を表現するいわゆるハーフトーンの画像情報を
生成するハーフトーンモジュール５６が備えられている。また、プリンタドライバ５３の
内部には、プリンタ１１０による印刷のための各種情報を設定する情報設定モジュール５
７が備えられている。印刷のための各種情報としては、印刷品質、色補正、ハーフトーン
の種類等の印刷の基本設定に関するもの、プリンタにおける給紙および排紙についての給
排紙設定に関するもの等がある。
【００６４】
　なお、この実施例では、ハーフトーンモジュール５６は、コンピュータ１０側に設けら
れていたが、これに替えて、接続されるプリンタ１１０，１２０側にハーフトーンモジュ
ールを設ける構成としてもよい。近年のレーザプリンタでは、内蔵するコンピュータが高
機能のものとなっていることから、プリンタ側に上記ハーフトーンモジュールの機能を持
たせることは容易である。
【００６５】
　情報設定モジュール５７で設定された色補正の情報は、色補正モジュール５５に送られ
、ハーフトーンの種類の情報は、ハーフトーンモジュール５６に送られる。情報設定モジ
ュール５７は、ビデオドライバ５２を介してＣＲＴディスプレイ１２に設定の内容を示す
画像を表示している。情報設定モジュール５７には、この発明の主要部としての表示制御
部５７ａおよびプリンタ状態受取部５７ｂが備えられている。情報設定モジュール５７を
除いた各モジュールの動作は、周知のものなので、説明は原則として省略し、情報設定モ
ジュール５７については、以下に説明する。
【００６６】
　プリンタドライバ５３は、その設定を変えることにより、プリンタ１１０による印刷を
種々コントロールすることができるが、作業者は、そうした設定を予め行なっておく必要
がある。こうした印刷のための各種情報を設定する作業を実行するのが情報設定モジュー
ル５７である。ここでは、この情報設定モジュール５７の動作によりＣＲＴディスプレイ
１２にどのような画面が表示されるかを先に説明する。なお、この説明に当たり、このプ
リンタドライバが動作するオペレーティングシステムとして、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５（マイ
クロソフト社の商標）を例にとって説明する。
【００６７】
　作業者は、まずコンピュータ１０を次のように操作して、印刷のための各種情報を設定
するダイアログボックスをＣＲＴディスプレイ１２に表示する。すなわち、［スタート］
→［設定］→［プリンタ］の操作を行なうことで、「プリンタ」ウィンドウを開く。次い
で、そのウィンドウ上の目的のプリンタ（上記プリンタ１１０であり、ここでは、機種名
が「ＰＲ－００」であるものとする）のアイコンをダブル・クリックして、そのプリンタ
についてのウィンドウを開く。その後、そのウィンドウから［プリンタ］→［プロパティ
]の操作を行なって、そのプリンタについての各種情報を設定する「プロパティ」のダイ
アログボックスを表示させる。
【００６８】
　図３は、その開いたときの「プロパティ」のダイアログボックスＤＢ１を例示する説明
図である。図示するように、ダイアログボックスＤＢ１には、その中央に、プリンタ１１
０の外観を模式的に示す絵図の画像Ｐ１が表示されており、その画像Ｐ１の左側には、プ
リンタ１１０への給紙に関わる情報を示す給紙掲示欄Ｐ２が表示されており、画像Ｐ１の
右側には、プリンタ１１０からの排紙に関わる情報を示す排紙掲示欄Ｐ３が表示されてい
る。
【００６９】
　上記プリンタ１１０に対応した画像Ｐ１は、アイコンの機能を備えており、この画像Ｐ
１がマウス２０によってクリックされると、前述した印刷の基本設定を行なうための図示
しないウィンドウが起動表示される。なお、この「基本設定」のウィンドウについては、
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この発明と直接関係しないことから説明を省略する。
【００７０】
　画像Ｐ１で示されるプリンタ１１０は、図示するように、給紙の収納部として、１つの
用紙トレイと５つのカセットを備えており、排紙の収納部として、１０の排出先を持つ１
０ビンマルチビンユニットと１つのフェイスダウントレイを備えている。給紙掲示欄Ｐ２
には、上記１つの用紙トレイと５つのカセットに対応する６つの表示フィールドｆ１１，
ｆ１２，ｆ１３，ｆ１４，ｆ１５，ｆ１６が設けられている。各表示フィールドｆ１１～
ｆ１６には、対応する給紙収納部の名前を示す文字列エリアａ１と、収納される用紙（給
紙）のサイズを示す文字列エリアａ２と、収納される用紙の種類を示す文字列エリアａ３
と、用紙残量を棒グラフで示す用紙残量メータａ４と、使用する給紙収納部を選択するた
めのラジオボタンａ５とが設けられている。各表示フィールドｆ１１～ｆ１６と、画像Ｐ
１における給紙用の１つの用紙トレイと５つのカセットの部分とは、引き出し線Ｌ１１，
Ｌ１２，Ｌ１３，Ｌ１４，Ｌ１５，Ｌ１６によってそれぞれ関連づけられている。
【００７１】
　各表示フィールドｆ１１～ｆ１６の文字列エリアａ１には、「用紙トレイ」、「カセッ
ト１」、「カセット２」、「カセット３」、「カセット４」、「カセット５」といった予
め定められた文字列が示されている。文字列エリアａ２には、「Ａ４」、「Ａ３」、「Ｂ
４」等の複数の候補から選択された所望のものが示されている。文字列エリアａ３には、
「普通紙」、「再生紙」、「ＯＨＰ」等の複数の候補から選択された所望のものが示され
ている。ラジオボタンａ５は、マウス２０によりクリックされてオンオフされ、使用する
給紙収納部を示す。
【００７２】
　排紙掲示欄Ｐ３には、上記１０ビンマルチビンユニットの１０のビンと１つのフェイス
ダウントレイに対応する１１の表示フィールドｆ２１，ｆ２２，ｆ２３，ｆ２４，ｆ２５
，ｆ２６、ｆ２７，ｆ２８，ｆ２９，ｆ３０，ｆ３１が設けられている。各表示フィール
ドｆ２１～ｆ３１には、対応する排紙収納部の名前を示す文字列エリアａ６と、ビンの使
用権等の付加情報を示す文字列エリアａ７と、使用する排紙収納部を選択するためのチェ
ックボックスａ８とが設けられている。各表示フィールドｆ２１～ｆ３１と、画像Ｐ１に
おける排紙用の１０のビンと１つのフェイスダウントレイの部分とは、引き出し線Ｌ２１
，Ｌ２２，...，Ｌ３１によってそれぞれ関連づけられている。
【００７３】
　各表示フィールドｆ２１～ｆ３１の文字列エリアａ６には、「ビン１」、「ビン２」、
...「ビン１０」、「ビン１１」といった予め定められた文字列が示されている。文字列
エリアａ７には、「部長」、「課長」、「係長」等の使用者（厳密には、使用するコンピ
ュータ）の識別名等が示されている。なお、識別名は、排紙掲示欄Ｐ３の下側にある「ビ
ンネームの編集」のボタンｂｔ１をクリックすることで編集することが可能となっている
。
【００７４】
　図４は、「ビンネームの編集」のボタンｂｔ１がクリックされたときに表示される「ビ
ンネームの編集」のウィンドウＷＤを示す説明図である。図示するように、この「ビンネ
ームの編集」のウィンドウＷＤには、使用権の設定を行なうことを指示する第１のチェッ
クボックスｃｈ１と、ソータとして使用することを指示する第２のチェックボックスｃｈ
２とが設けられている。使用者は、排出先ネームのデータ入力欄ｆｄから所望の排紙収納
部の名前を選んで、その後、チェックボックスｃｈ１をクリックすることで、その排紙収
納部のどこに出力文書を送るかを指定することができる。すなわち、このプリンタドライ
バの設定を行なっているコンピュータからは、上記データ入力欄ｆｄ１にセットした名前
の排紙収納部に出力文書を送ることを設定することができる。なお、このとき、第２フィ
ールドｆｄ２にキーボード１８を操作して文字列を入力することで、排紙掲示欄Ｐ３の文
字列エリアａ７に「部長」、「課長」、「係長」等の使用者の識別名を表示させることが
できる。



(11) JP 4325587 B2 2009.9.2

10

20

30

40

50

【００７５】
　なお、「ビンネームの編集」のウィンドウＷＤの第２のチェックボックスｃｈ２をクリ
ックすることにより、ソータとして使用することを設定することができるが、この設定が
なされたときには、図５に示すように、排紙掲示欄Ｐ３の文字列エリアａ７には、「ソー
タ１」、「ソータ２」、...の文字が表示される。
【００７６】
　図３に戻って、上記給紙掲示欄Ｐ２の上側には、プリンタ１１０の動作の状態を示すウ
ィンドウＰ４が設けられている。ここで、動作の状態の一例としては、節電状態、レディ
状態、通信エラーの状態等がある。また、排紙掲示欄Ｐ３の上側には、トナーの残量を示
すトナー残量メータＰ５が設けられている。これらの他にも、このダイアログボックスＤ
Ｂ１には、「ＯＫ」、「キャンセル」の各ボタンｂｔ２，ｂｔ３がそれぞれ設けられてい
る。
【００７７】
　上記構成の「プロパティ」のダイアログボックスＤＢ１によれば、給紙掲示欄Ｐ２から
、各給紙収納部に、どういった種類の用紙が収納され、その用紙の残量はどれだけあるか
を知ることができ、さらには、ラジオボタンａ５を選択することで、使用する１の給紙収
納部を設定することができる。また、排紙掲示欄Ｐ３から、各排紙収納部についての使用
権を知ることができ、さらには、チェックボックスａ８を選択することで、使用する１ま
たは複数の給紙収納部を設定することができる。さらには、プリンタの絵図を示す画像Ｐ
１をクリックすることにより、印刷の基本設定を行なうためのウィンドウの起動も可能で
ある。
【００７８】
　上述したＣＲＴディスプレイ１２への画面表示は、プリンタドライバ５３の情報設定モ
ジュール５７の処理ルーチンをＣＰＵ３０が実行することで行なわれる。この情報設定モ
ジュール５７の処理ルーチンについて次に説明する。
【００７９】
　図６は、その情報設定モジュール５７の処理ルーチンを示すフローチャートである。こ
の情報設定処理ルーチンは、前述したように、プリンタについてのウィンドウを開いて、
そのウィンドウから［プリンタ］→［プロパティ]の操作がなされたときに、実行開始さ
れる。
【００８０】
　図示するように、ＣＰＵ３０は、処理が開始されると、まず、「プロパティ」のダイア
ログボックスＤＢ１を示す画像データをＣＲＴディスプレイ１２に表示するダイアログボ
ックス表示の処理ルーチンを実行する（ステップＳ１００）。その後、そのＣＲＴディス
プレイ１２の表示画面を見た作業者によるキーボード１８およびマウス２０を用いたデー
タ入力の操作を受けて、各種データを入力する（ステップＳ２００）。次いで、その入力
されたデータから、プリンタの絵図の画像Ｐ１がクリックされたか否かを判別して（ステ
ップＳ３００）、ここで、クリックされていないと判別されると、ステップＳ４００に処
理を進めて、その入力された各種データをＲＡＭ３２上の所定の領域に記憶する（ステッ
プＳ４００）。なお、入力された各種データがどういった意味を持つデータかは、予め用
意した参照テーブルに照らし合わせることで、そのデータ入力欄の座標値に対応した項目
名を知ることができ、この項目名によってＲＡＭ上の記憶する位置が定まる。
【００８１】
　一方、ステップＳ３００で、画像Ｐ１がクリックされたと判別されると、前述した「基
本設定」のウィンドウを表示する基本設定ルーチンに進む。
【００８２】
　ステップＳ１００では、図３に例示する「プロパティ」のダイアログボックスＤＢ１の
画像データをＣＲＴディスプレイ１２に表示するが、作業者は、そのＣＲＴディスプレイ
１２に表示された画像データを見ながらマウス２０を操作して、例えば、給紙掲示欄Ｐ２
の「用紙トレイ」の表示フィールドｆ１１内のラジオボタンａ５をクリックする操作を行
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なう。ステップＳ２００では、ＣＰＵ３０は、そのラジオボタンａ５がクリックされた旨
を示すデータを取り込む処理を行なう。ステップＳ４００では、そのクリックされたラジ
オボタンａ５で示される「用紙トレイ」の旨のデータを、ＲＡＭ３２上の所定の領域に記
憶する処理を行なう。
【００８３】
　ステップＳ４００により、こうしてデータの記憶の作業を終了すると、作業者によって
、表示画面中の「ＯＫ」のボタンｂｔ２がクリックされたか否かを判別して（ステップＳ
５００）、クリックされていない場合には、ステップＳ１００に処理を戻して、この情報
設定処理ルーチンを繰り返し実行する。一方、ステップＳ５００で、「ＯＫ」のボタンｂ
ｔ２がクリックされたと判別されると、この情報設定処理ルーチンを終了する。
【００８４】
　次に、ステップＳ１００で実行されるダイアログボックス表示の処理ルーチンについて
詳述する。図７はそのダイアログボックス表示の処理ルーチンを示すフローチャートであ
る。ＣＰＵ３０は、ステップＳ１００に処理が移ると、図７に示すように、まず、「プロ
パティ」のダイアログボックスＤＢ１のベースとなるベース画像データＤＴをＲＡＭ３２
から読み込み（ステップＳ１１０）、そのベース画像データＤＴを表示画像メモリ３３に
転送する（ステップＳ１２０）。ここで、ベース画像データＤＴとは、図３で示したダイ
アログボックスＤＢ１の画像から変化し得るパーツを除いた画像を表わすもので、この画
像は図８に示すようなものとなる。即ち、図示するように、給紙掲示欄Ｐ２の各表示フィ
ールドｆ１１～ｆ１６においては、サイズの文字列エリアａ２と、種類の文字列エリアａ
３と、用紙残量メータａ４内と、ラジオボタンａ５内とが空欄となっており、排紙掲示欄
Ｐ３の各表示フィールドｆ２１～ｆ３１においては、付加情報の文字列エリアａ７と、チ
ェックボックスａ８内とが空欄となっており、さらには、ウィンドウＰ４の内部、トナー
残量メータＰ５の内部とが空欄となっている画像の画像データが、表示画像データとして
表示画像メモリ３３に転送される。
【００８５】
　続いて、ＣＰＵ３０は、前回処理時までにステップＳ４００で記憶した各種データｄ１
～ｄｎ（ここで、ｎは任意の正数）をＲＡＭ３２から読み込み（ステップＳ１３０）、そ
の各種データｄ１～ｄｎを、表示画像メモリ３３に格納される表示画像データの所望の領
域にそれぞれ付加する（ステップＳ１４０）。この結果、表示画像メモリ３３に格納され
る表示画像データは、図９に示すように、ラジオボタンａ５、付加情報の文字列エリアａ
７、およびチェックボックスａ８等に各種データｄ１～ｄｎに基づく文字もしくは絵図が
描画された画像を示すものとなる。なお、この時点で空欄となっているのは、給紙掲示欄
Ｐ２におけるサイズの文字列エリアａ２および種類の文字列エリアａ３と、用紙残量メー
タａ４の内部と、ウィンドウＰ４の内部と、トナー残量メータＰ５の内部だけである。
【００８６】
　ステップＳ１４０の実行後、ＣＰＵ３０は、現在使う状態にあるプリンタ１１０に対し
て、プリンタの状態についての情報を要求して（ステップＳ１５０）、プリンタ１１０か
ら、そのプリンタ状態の情報を受け取る（ステップＳ１６０）。ここで、プリンタ状態の
情報としては、レディ信号等のプリンタの動作状態を示す情報は勿論のこと、プリンタで
使用されるトナー、給紙等の消耗品の残量を示す情報や、プリンタで操作パネルから設定
された情報（給紙のサイズ、給紙の種類等）等も含まれる。プリンタ１１０，１２０は、
プリンタの状態をトナー残量センサや給紙残量センサ等の各種センサやプリンタエンジン
への制御指令等から検出する機能を備えており、ステップＳ１５０，１６０によって、コ
ンピュータ１０はそれらプリンタの状態を受け取る。
【００８７】
　その後、ＣＰＵ３０は、ステップＳ１６０でプリンタ１１０から受け取ったプリンタ状
態の情報から、給紙残量、トナー残量、プリンタの動作状態を示す表示データを生成して
（ステップＳ１７０）、その表示データを、表示画像メモリ３３に格納される表示画像デ
ータの前記空欄となった各領域にそれぞれ付加する（ステップＳ１８０）。この結果、表
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示画像メモリ３３に格納される表示画像データは、図９の状態から、さらに、給紙掲示欄
Ｐ２における文字列エリアａ２、文字列エリアａ３および用紙残量メータａ４と、ウィン
ドウＰ４と、トナー残量メータＰ５とに文字もしくは絵図が描画された画像を示すものと
なる。
【００８８】
　その後、ＣＲＴＣ３８により、表示画像メモリ３３に記憶される表示画像データに基づ
いてＣＲＴディスプレイ１２における画像の表示を制御する（ステップＳ１９０）。この
結果、例えば図３に示すような、「プロパティ」のダイアログボックスＤＢ１がＣＲＴデ
ィスプレイ１２に表示されることになる。ステップＳ１９０の実行後、「リターン」に抜
けてこの処理を一旦終了する。
【００８９】
　こうしてＣＲＴディスプレイ１２に表示された「プロパティ」のダイアログボックスＤ
Ｂ１を用いて、その後、前述したようにデータ入力の作業がなされることになる（図６の
ステップＳ２００）。
【００９０】
　以上のように構成されたこの第１実施例では、「プロパティ」のダイアログボックスＤ
Ｂ１が表示されるが、このダイアログボックスＤＢ１には、プリンタの外観を模式的に示
す絵図の画像Ｐ１と、プリンタ１１０への給紙に関わる情報を示す給紙掲示欄Ｐ２と、プ
リンタ１１０からの排紙に関わる情報を示す排紙掲示欄Ｐ３とが、引き出し線Ｌ１１～Ｌ
１６，Ｌ２１～Ｌ３１によって関連づけて表示される。
【００９１】
　このため、給紙設定と排紙設定の両方を行なおうとする際に、従来のようにカードの切
り替えを行なう必要がなく、また、給紙、印刷、排紙といった一連の処理の関わり合いを
知ることができることから、データ入力の操作性が優れているという効果を奏する。特に
、この実施例では、プリンタ１１０を画像Ｐ１で示される絵図から知ることができること
から、表示が見易い。
【００９２】
　また、この実施例では、給紙掲示欄Ｐ２には、給紙収納部である１つの用紙トレイと５
つのカセットに対応するラジオボタンａ５が設けられており、このラジオボタンａ５をク
リックすることにより、使用したい給紙収納部を選択することができる。このため、デー
タ入力の操作性がより優れている。
【００９３】
　さらに、この実施例では、各給紙収納部に対応して用紙残量メータａ４が表示されてい
ることから、使用者は、プリンタ１１０が離れたところにあっても、用紙トレイやカセッ
トの用紙残量を手元のコンピュータから知ることができる。このため、印刷処理の生産性
を高めることができるといった効果を奏する。
【００９４】
　この実施例では、排紙掲示欄Ｐ３には、排紙収納部である１０のビンと１つのフェイス
ダウントレイに対応するチェックボックスａ８が設けられており、このチェックボックス
ａ８をクリックすることにより、出力したい排紙収納部を選択することができる。このた
め、データ入力の操作性がより優れている。
【００９５】
　この実施例では、各排紙収納部に対応して、「部長」、「課長」、「係長」等の使用者
の識別名が示されていることから、使用者は自分の出力文書を探す手間を軽減することが
できる。このため、印刷処理の生産性をより高めることができる。
【００９６】
　この実施例では、「プロパティ」のダイアログボックスＤＢ１に、プリンタ１１０の動
作の状態を示すウィンドウＰ４が設けられている。このため、使用者は、プリンタ１１０
が離れたところにあっても、プリンタ１１０の動作の状態を手元のコンピュータから知る
ことができる。この結果、印刷処理の生産性をより高めることができる。
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【００９７】
　この実施例では、「プロパティ」のダイアログボックスＤＢ１に、トナーの残量を示す
トナー残量メータＰ５が設けられている。このため、トナーの残量を手元のコンピュータ
から知ることができる。この結果、印刷処理の生産性をより高めることができる。
【００９８】
　第１実施例を変形することで、この発明の実施の他の形態について次に説明する。第１
の変形例は次のようなものである。第１実施例では、排紙掲示欄Ｐ３における文字列エリ
アａ６に、ビン（フェイスダウントレイも含む）の使用権を表示していたが、この構成に
加えて、この第１の変形例では、ビンにおける排紙の取り残しの有無もこの文字列エリア
ａ６に表示し得る構成とする。
【００９９】
　図１０は、この変形例のダイアログボックス表示の処理で表示される「プロパティ」の
ダイアログボックス内の主要部分を示す説明図である。図示するように、排紙掲示欄Ｐ３
における「ビン４」の表示フィールドｆ２４の文字列エリアａ６には、排紙の取り残しが
あることを示す「排紙あり」との表示がなされる。
【０１００】
　詳しくは、この第１の変形例におけるプリンタ１２０は、１０ビンマルチビンユニット
の１０のビンと１つのフェイスダウントレイに、各ビン、トレイ毎に排紙の取り残しを検
知する排紙取り残しセンサを備える構成とする。このセンサは、光学的に排紙の有無を検
出するものである。そして、ＣＰＵで実行させるダイアログボックス表示処理ルーチンを
次の構成に替える。すなわち、ダイアログボックス表示処理ルーチンのステップＳ１６０
では、プリンタ状態として、上記排紙取り残しセンサの検出結果も受け取る構成とし、そ
の上で、ステップＳ１７０ないしＳ１９０で、その検出結果から排紙の取り残しの有無に
ついて表示する構成とする。
【０１０１】
　この構成によれば、使用者は、プリンタ１１０が離れたところにあっても、１０ビンマ
ルチビンユニットやフェイスダウントレイに用紙が取り残されたことを手元のコンピュー
タから知ることができる。このため、印刷処理の生産性を、より一層高めることができる
といった効果を奏する。
【０１０２】
　第２の変形例を次に説明する。第１実施例では、排紙収納部である１０のビンと１つの
フェイスダウントレイに対応する１１の表示フィールドｆ２１～ｆ３１の全てに、排紙収
納部の名前等が表示されており、これら収納部から排紙先として所望のものを選択するこ
とが可能となっている。しかしながら、これら１１の選択肢は必ずしも選択可能ではなく
、印刷条件によっては選択不可能となり得ることがある。この第２の変形例は、印刷条件
によって選択不可能となった排紙収納部の表示フィールドｆ２１～ｆ３１を空欄で置き換
える構成を備える。
【０１０３】
　この第２の変形例は、第１実施例と比較して、ＣＰＵ３０で実行するダイアログボック
ス表示の処理が相違し、その他のソフトウェアおよびハードウェアは同一である。
【０１０４】
　図１１は、ダイアログボックス表示の処理のこの変形例の特徴部分を示すフローチャー
トである。処理が開始されると、第１実施例と同じ処理をステップＳ１４０まで実行して
、その後、ＲＡＭ３２から読み出した各種データｄ１～ｄ７の内から排紙掲示欄Ｐ３の文
字列エリアａ７に対応する項目を抽出し、これらデータの中にこのコンピュータ１０を使
用している自身以外の識別名が記憶されているか否かを判別する（ステップＳ２４２）。
ここで、肯定判別されると、この自身以外の識別名に対応するデータが転送された表示画
像メモリの表示フィールドｆ２１～ｆ３１の領域をスペースで置き替える（ステップＳ２
４４）。その後、第１実施例と同じステップＳ１５０に処理を進める。
【０１０５】
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　なお、ステップＳ２４２で否定判別されたときには、ステップＳ２４４の処理を行なわ
ずに、そのままステップＳ１５０に処理を進める。
【０１０６】
　図１２は、この変形例のダイアログボックス表示の処理で表示される「プロパティ」の
ダイアログボックス内の主要部分を示す説明図である。図示するように、排紙掲示欄Ｐ３
の第１の表示フィールドｆ２１と第３の表示フィールドｆ２３とが空欄となっている。両
表示フィールドｆ２１，ｆ２３は、第１実施例では、「部長」、「係長」の使用権を示し
ている。このコンピュータ１０の使用者が「課長」である場合、「部長」、「係長」の設
定されている排紙収納部は選択することができない。この実施例では、図示するように、
「部長」、「係長」に対応する表示フィールドｆ２１，ｆ２３は空欄となっていることか
ら、選択できないことが一目でわかる。このため、データ入力の操作性がより一層優れて
いるという効果を奏する。
【０１０７】
　第３の変形例を次に説明する。第２の変形例では、排紙収納部の使用権によって表示フ
ィールドｆ２１～ｆ３１の表示を制限していたが、これに替えて、この第３の変形例では
、ソータとしての使用の設定によって表示フィールドｆ２１～ｆ３１の表示を制限する構
成とした。
【０１０８】
　図１３は、ダイアログボックス表示の処理のこの変形例の特徴部分を示すフローチャー
トである。処理が開始されると、第１実施例と同じ処理をステップＳ１４０まで実行して
、その後、ＲＡＭ３２から読み出した各種データｄ１～ｄ７の内から排紙掲示欄Ｐ３の文
字列エリアａ７に対応する項目を抽出し、これらデータの中にソータとして使用する旨が
記憶されているか否かを判別する（ステップＳ３４２）。ここで、肯定判別されると、そ
のソータとして使用する旨を示すデータが転送された表示画像メモリの表示フィールドｆ
２１～ｆ３１の領域をスペースで置き替える（ステップＳ３４４）。その後、第１実施例
と同じステップＳ１５０に処理を進める。
【０１０９】
　なお、ステップＳ３４２で否定判別されたときには、ステップＳ３４４の処理を行なわ
ずに、そのままステップＳ１５０に処理を進める。
【０１１０】
　図１４は、この変形例のダイアログボックス表示の処理で表示される「プロパティ」の
ダイアログボックス内の主要部分を示す説明図である。図示するように、排紙掲示欄Ｐ３
のソータとの表示がなされている第４ないし第７の表示フィールドｆ２４～ｆ２７以外の
表示フィールドｆ２１～Ｆ２３，ｆ２８～ｆ３１は全て空欄となっている。
【０１１１】
　一般に、ソータとしての使用を行なう場合、その使用が設定されていない排紙収納部は
排紙の出力先として選択することができない。この第３の変形例では、図示するように、
ソータとしての使用が設定されていない排紙収納部に対応する表示フィールドｆ２１～ｆ
２３，ｆ２８～ｆ３１は空欄となっていることから、選択できないことが一目でわかる。
このため、データ入力の操作性がより一層優れているという効果を奏する。
【０１１２】
　第４の変形例を次に説明する。第２の変形例では、排紙収納部の使用権によって表示フ
ィールドｆ２１～ｆ３１の表示を制限し、第３の変形例では、ソータとしての使用の設定
によってその表示を制限していたが、これに替えて、この第３４変形例では、設定された
給紙の種類によって表示フィールドｆ２１～ｆ３１の表示を制限する構成とした。
【０１１３】
　図１５は、ダイアログボックス表示の処理のこの変形例の特徴部分を示すフローチャー
トである。処理が開始されると、第１実施例と同じ処理をステップＳ１４０まで実行して
、その後、ＲＡＭ３２から読み出した各種データｄ１～ｄ７の内から現在使用し得る状態
にある給紙の種類を示すデータを抽出し、この給紙の種類によって送れない排紙収納部が
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あるか否かを判別する（ステップＳ４４２）。ここで、肯定判別されると、その送れない
排紙収納部に対応する表示画像メモリ上の表示フィールドｆ２１～ｆ３１の領域をスペー
スで置き替える（ステップＳ４４４）。その後、第１実施例と同じステップＳ１５０に処
理を進める。
【０１１４】
　なお、ステップＳ４４２で否定判別されたときには、ステップＳ３４４の処理を行なわ
ずに、そのままステップＳ１５０に処理を進める。
【０１１５】
　図１６は、この変形例のダイアログボックス表示の処理で表示される「プロパティ」の
ダイアログボックス内の主要部分を示す説明図である。図示するように、給紙掲示欄Ｐ２
の第１の表示フィールドｆ１１内のラジオボタンａ５がクリックされて、「ＯＨＰ」の用
紙が選択されている場合、そのＯＨＰの用紙は、１０ビンマルチビンユニットから排出す
ることができず、フェイスダウントレイからしか排出ができない。この実施例では、図示
するように、フェイスダウントレイに対応した第１１の表示フィールドｆ３１以外の表示
フィールドｆ２１～ｆ３０は全て空欄となっている。このため、１０ビンマルチビンユニ
ットは選択できないことが一目でわかる。このため、データ入力の操作性がより一層優れ
ているという効果を奏する。
【０１１６】
　なお、前記第２ないし第４の変形例では、印刷条件によって選択不可能となった表示フ
ィールドｆ２１～ｆ３１を空欄で置き換えるように構成されていたが、これら空欄は必ず
しも印刷条件に従う固定的なものとする必要がない。使用者が自分にとって有効な排紙先
と判断する表示フィールドについては、特定の操作、例えば、空欄となった表示フィール
ドのクリック等を行なうことで、その空欄となった表示フィールドを元の内容が書かれた
状態に復元して、表示される表示フィールドの範囲を拡大する構成としてもよい。
【０１１７】
　次に、この発明の第２実施例について説明する。第２実施例は、第１実施例と比較して
、ダイアログボックス表示の処理によって表示される「プロパティ」のダイアログボック
スの内容が相違するだけで、その他のソフトウェアおよびハードウェアについては同一の
構成を備える。
【０１１８】
　図１７は、この第２実施例における「プロパティ」のダイアログボックスＤＢ２を例示
する説明図である。このダイアログボックスＤＢ２は、コンピュータネットワーク１５０
に接続される２番目のプリンタ１２０（ここでは、機種名「ＰＲ－１１」であるものとす
る）のプリンタドライバから表示されるものである。この「プロパティ」のダイアログボ
ックスＤＢ２には、「情報」、「詳細」、「共有」「用紙設定」、「詳細設定」、「ユー
ティリティ」の６種類のカードＣＤ１，ＣＤ２，ＣＤ３，ＣＤ４，ＣＤ５，ＣＤ６が用意
されている。これらカードＣＤ１～ＣＤ６の内のいずれかが、オペレータによって、マウ
ス２０を操作することにより選択されて、ダイアログボックスＤＢ１に表示される。
【０１１９】
　図１７には、「詳細設定」のカードＣＤ５が開かれたダイアログボックスＤＢ２が例示
されている。ダイアログボックスＤＢ２の「詳細設定」のカードＣＤ５には、その中央に
、略四角形の図形Ｐ１１が描かれ、その図形Ｐ１１の左側には、複数（この例では、３つ
）の横長の長方形の図形Ｐ２１，Ｐ２２，Ｐ２３が接合され、図形Ｐ１１の右側には、複
数（この例では、５つ）の横長の長方形の図形Ｐ３１，Ｐ３２，Ｐ３３，ｐ３４，Ｐ３５
が接合されている。なお、各図形間の接合部分のラインは、消去されている。
【０１２０】
　図形Ｐ１１は、プリンタ１１０に対応しており、図形Ｐ２１～Ｐ２３は、プリンタ１１
０にセットされた３つの給紙収納部に対応しており、図形Ｐ３１～Ｐ３５は、プリンタ１
１０にセットされた５つの排紙収納部に対応している。これら図形Ｐ１１、Ｐ２１～Ｐ２
３の内部には、それぞれの対応する部分における設定の内容が表示可能となっている。
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【０１２１】
　図形Ｐ１１は、前述したようにプリンタ１１０に対応していることから、その内部には
、印刷品質に関わる基本設定についての情報が表示されている。詳しくは、「印刷品質」
、「マイクロウィーブ」、「双方向印刷」、「カラー調整」についての情報が、表示エリ
アＥ１，Ｅ２，Ｅ３，Ｅ４に表示されている。
【０１２２】
　「印刷品質」は、印刷する解像度を示すもので、「ドラフト」、「ファイン」、「スー
パファイン」のいずれかが表示される。ここで、「ドラフト」、「ファイン」および「ス
ーパファイン」は、順に、３６０×３６０（ｄｏｔ）、７２０×３６０（ｄｏｔ）、７２
０×７２０（ｄｏｔ）の解像度を示すものである。「マイクロウィーブ」は、プリンタに
備えられる機能であり、異なるヘッドが同一のラインを走査することで１つのドットを重
ね打つことにより、印刷の品質を高めることができる。この機能がオンされているかオフ
されているかが示される。
【０１２３】
　「双方向印刷」は、プリンタに備えられる機能であり、異なるヘッドが左右双方向から
移動することにより、印刷の速度を高めることができる。この機能がオンされているかオ
フされているかが示される。「カラー調整」は、色補正に関わる各種の情報を設定するも
ので、「ドライバによる色補正」、「ビデオ／デジタルテレビカメラモード」、「ＩＣＭ
」のいずれかが表示される。
【０１２４】
　上記「印刷品質」、「マイクロウィーブ」、「双方向印刷」、「カラー調整」について
の情報は、図形Ｐ１１の上側に設けたスライドレバー型のボタンＥ１０を調整することで
設定される。
【０１２５】
　詳細には、図１７に示すように、ボタンＥ１０として表示されるスライドレバーの両端
には、「きれい」と「速い」の文字が明示されており、スライドレバーの部分をマウス２
０によりドラックすることにより、「きれい」と「速い」の内のいずれかを選択すること
ができる。なお、このボタンＥ１０による選択肢は、上記のように「きれい」と「速い」
といったパラメータ値ではあるが、これは、設定される「用紙種類」のデータに「普通紙
」が設定されているときのものである。これに対して、「用紙種類」のデータに他の用紙
種類が設定されている場合には、他の複数パラメータ値、具体的には、「よりきれい」、
「きれい」、「標準」、「速い」の内から選択した任意の２つのパラメータ値が表示され
る。なお、ここで「速い」とは、印刷速度は速いが、印刷品質がやや劣ることを意味して
おり、この「速い」も印刷品質の程度を定めるパラメータ値の一種である。
【０１２６】
　上記「よりきれい」、「きれい」、「標準」、「速い」といったパラメータ値は、印刷
の品質の程度を段階的に定めるものであり、このスライドレバー形のボタンＥ１０により
一のパラメータ値が選択されると、このコンピュータ１０では、その選択されたパラメー
タ値から、前述した「印刷品質」、「マイクロウィーブ」、「双方向印刷」、「カラー調
整」を求める処理を実行している。この求めた結果が、上記図形Ｐ１１の内部の表示エリ
アＥ１，Ｅ２，Ｅ３，Ｅ４に表示される。なお、これら表示エリアＥ１，Ｅ２，Ｅ３，Ｅ
４は、マウスによってクリックされることで、複数の選択肢を格納するプルダウンメニュ
ーが開く構成となっており、このプルダウンメニューから所望のものを選択することで、
「印刷品質」、「マイクロウィーブ」、「双方向印刷」、「カラー調整」の各項目の内容
を変更することができる。
【０１２７】
　図形Ｐ２１～Ｐ２３の内部には、「用紙サイズ」、「用紙種類」、「印刷方向」につい
ての情報がそれぞれ表示されている。これらの表示内容は、「用紙設定」のカードＣＤ４
によって変更することができる。なお、この実施例では、図形Ｐ２１～Ｐ２３の内部の記
載から、「用紙サイズ」、「用紙種類」、「印刷方向」についての情報がわかるように構
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成されているだけであるが、これに替えて、第１実施例と同様に、ラジオボタン等により
、図形Ｐ２１～Ｐ２３から一を選択し得る構成とすることで、使用したい給紙収納部を選
択できるようにしてもよい。
【０１２８】
　図形Ｐ３１～Ｐ３５は、前述したように、排紙収納部に対応しており、その内部にそれ
ら排紙に関わる情報を表示する構成とすることもできる。なお、図示の例では、内部に特
に表示を行なっていない。この内部には、第１実施例と同様に、チェックボックスを設け
たり、「部長」、「課長」等で示す使用権を表示したり、ソータとして使用する旨を表示
することができる。
【０１２９】
　なお、図形Ｐ３１～Ｐ３５の上部には、印刷部数を設定するためのデータ入力欄Ｅ１１
が設けられている。
【０１３０】
　以上のように表示内容が定められた「プロパティ」のダイアログボックスは、ＣＰＵ３
０により実行されるダイアログボックス表示の処理ルーチンによって表示される。このダ
イアログボックス表示の処理ルーチンは、第１実施例のそれとほぼ同じものであり、ここ
では詳しい説明を省略するが、要は、ベースとなる画像データを表示して、表示の内容が
変化するパーツについては、前回処理時までに記憶した各種データから内容を定めて表示
するように構成されている。
【０１３１】
　以上のように構成されたこの第２実施例では、「プロパティ」のダイアログボックスＤ
Ｂ２が表示されるが、このダイアログボックスＤＢ１の「詳細設定」のカードには、プリ
ンタに対応した図形Ｐ１１と、給紙収納部に対応した図形Ｐ２１～Ｐ２３と、排紙収納部
に対応した図形Ｐ３１～Ｐ３５とが、接合した状態によって関連づけて表示される。
【０１３２】
　このため、給紙設定と排紙設定の両方を行なおうとする際に、従来のようにカードの切
り替えを行なう必要がなく、また、給紙、印刷、排紙といった一連の処理の関わり合いを
知ることができることから、データ入力の操作性が優れているという効果を奏する。
【０１３３】
　また、この第２実施例では、プリンタに対応した図形Ｐ１１の内部に、印刷品質に関わ
る基本設定についての情報が表示されていることから、使用者は、印刷品質に関わる基本
設定についての情報を容易に知ることができる。この結果、データ入力の操作性がより優
れている。
【０１３４】
　さらに、それら基本設定についての情報は、マウス２０の操作により選択可能となり、
その選択がなされたときに、プルダウンメニューからその情報を変更しうる構成となって
いることから、基本設定を変更することが容易である。この結果、データ入力の操作性が
より優れている。
【０１３５】
　第２実施例を変形することで、この発明の実施の他の形態について次に説明する。図１
８は、第２実施例の変形例における「プロパティ」のダイアログボックスＤＢ３を例示す
る説明図である。このダイアログボックスＤＢ３の「詳細設定」のカードＣＤ５には、第
２実施例とほぼ同様の図形Ｐ１１、図形Ｐ２１～Ｐ２３および図形Ｐ３１～Ｐ３５が表示
されている。第２実施例と比較して相違するのは、プリンタに対応する図形Ｐ１１に表示
される内容が相違する。
【０１３６】
　図示するように、この変形例では、図形Ｐ１１の内部には、プリンタにおける印刷時の
用紙の搬送経路が、矢印の付いた線分ＬＮにより表示されている。この表示は、選択され
た給紙収納部から選択された排紙収納部までを、矢印の付いた線分ＬＮで結ぶことで行な
う。
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【０１３７】
　こうした構成の変形例では、使用者は、プリンタにおける印刷時の用紙の搬送経路を知
ることができる。この結果、給紙の位置や排紙先やその搬送経路を一目で知ることができ
る。
【０１３８】
　なお、この変形例では、搬送経路を矢印の線分で表示していたが、用紙が順に移動して
いくようなアニメーション画像でその搬送経路を示す構成とすることもできる。
【０１３９】
　さらには、排紙されたときの用紙の表裏を表示する構成とすることもできる。図１９は
、排紙されたときの用紙の表裏を示す一例としてのダイアログボックスＤＢ４を例示する
説明図である。図示するように、用紙の片面にハッチングを入れた画像ＰＰが表示されて
いる。そのハッチング面は文書が描かれているものとして表面であることを示している。
こうした構成の変形例によれば、用紙の表裏を容易に知ることができる。
【０１４０】
　以上、本発明の実施例を詳述してきたが、本発明は、こうした実施例に何等限定される
ものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において種々なる態様にて実施することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０１４１】
【図１】この発明の第１実施例を適用するコンピュータシステムのハードウェアの概略構
成を示すブロック図である。
【図２】コンピュータ本体１６が扱う画像情報から印刷が行なわれるまでの処理の様子を
示すブロック図である。
【図３】「プロパティ」のダイアログボックスＤＢ１を例示する説明図である。
【図４】「ビンネームの編集」のボタンｂｔ１がクリックされたときに表示される「ビン
ネームの編集」のウィンドウＷＤを示す説明図である。
【図５】ソータとして設定したときの排紙掲示欄Ｐ３の一例を示す説明図である。
【図６】ＣＰＵ３０で実行される情報設定処理ルーチンを示すフローチャートである。
【図７】ダイアログボックス表示の処理ルーチンを示すフローチャートである。
【図８】ベース画像データＤＴを示す説明図である。
【図９】各種データｄ１～ｄｎの付加された後の表示画像データを示す説明図である。
【図１０】第１の変形例で表示される「プロパティ」のダイアログボックス内の主要部分
を示す説明図である。
【図１１】第２の変形例におけるダイアログボックス表示の処理の特徴部分を示すフロー
チャートである。
【図１２】第２の変形例で表示される「プロパティ」のダイアログボックス内の主要部分
を示す説明図である。
【図１３】第３の変形例におけるダイアログボックス表示の処理の特徴部分を示すフロー
チャートである。
【図１４】第３の変形例で表示される「プロパティ」のダイアログボックス内の主要部分
を示す説明図である。
【図１５】第４の変形例におけるダイアログボックス表示の処理の特徴部分を示すフロー
チャートである。
【図１６】第４の変形例で表示される「プロパティ」のダイアログボックス内の主要部分
を示す説明図である。
【図１７】第２実施例における「プロパティ」のダイアログボックスＤＢ２を例示する説
明図である。
【図１８】第２実施例の変形例における「プロパティ」のダイアログボックスＤＢ３を例
示する説明図である。
【図１９】排紙されたときの用紙の表裏を示す一例としてのダイアログボックスＤＢ４を
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例示する説明図である。
【符号の説明】
【０１４２】
　　１０...コンピュータ
　　１２...ＣＲＴディスプレイ
　　１６...コンピュータ本体
　　１８...キーボード
　　２０...マウス
　　２２...フロッピィディスク
　　２４...フロッピィディスクドライブ
　　３０...ＣＰＵ
　　３１...ＲＯＭ
　　３２...ＲＡＭ
　　３３...表示画像メモリ
　　３４...マウスインタフェース
　　３５...キーボードインタフェース
　　３６...ＦＤＣ
　　３７...ＨＤＣ
　　３８...ＣＲＴＣ
　　３９...プリンタインタフェース
　　４０...ネットワーク制御回路
　　４１...ＨＤＤ
　　５１...アプリケーションプログラム
　　５２...ビデオドライバ
　　５３...プリンタドライバ
　　５４...ラスタライザ
　　５５...色補正モジュール
　　５６...ハーフトーンモジュール
　　５７...情報設定モジュール
　５７ａ...表示制御部
　５７ｂ...プリンタ状態受取部
　１００...コンピュータ
　１１０，１２０...プリンタ
　１３０...サーバ
　１５０...コンピュータネットワーク
　　Ｐ１...画像
　　Ｐ２...給紙掲示欄
　　Ｐ３...排紙掲示欄
　　Ｐ４...ウィンドウ
　　Ｐ５...トナー残量メータ
　　ａ１...文字列エリア
　　ａ２...文字列エリア
　　ａ３...文字列エリア
　　ａ４...用紙残量メータ
　　ａ５...ラジオボタン
　　ａ６...文字列エリア
　　ａ７...文字列エリア
　　ａ８...チェックボックス
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【図６】 【図７】
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【図１０】 【図１１】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】
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【図１９】
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